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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03 オペラ開幕の
 ベルが鳴る。

オペラシアターこんにゃく座

オペラ「森は生きている」

ピックアップイベント

08 音楽をかじって
 味わおう!

山口情報芸術センター
中村恩恵×首藤康之 「時の庭」／「The Well-Tempered」
コンテンポラリーダンスの魅力に迫る2作品 !

カールステン・ニコライ+マルコ・ペリハン 「polar m」
10年単位で行うアートからの環境観測

中原中也記念館
企画展Ⅱ 「中也の住んだ町―中野・高円寺」
出会いと別れを経験、中也の上京物語

山口市民会館
スロヴァキア放送交響楽団
交響曲の名作を堪能できる贅沢な一夜

12 any通信
◎アーティストボイス 三角みづ紀 （詩人・小説家・音楽家）
◎お先に試写しました 「バード★シット」「ハロルドとモード／少年は虹を渡る」
◎いただきます てしま de ランチ （てしま旅館）
◎GOOD GOODS CD  Voice Space 「声のまぼろし」
◎My Favorite  山本 徹 （山口市民会館 館長）

14 イベントカレンダー　10～12月
INFORMATION

平成22年10月1日発行
発行：財団法人山口市文化振興財団
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0 4 05【オペラ】　舞台芸術の一つ。歌唱を中心に、器楽・舞踊を加え、歌手が扮装して演ずる舞台劇。「歌劇」とも呼ばれる。16世紀末から17世紀初めの頃にイタリアで
生まれ、その後世界各地に広まる。

わかる！
キーワード

◎チェロの音色に心が震えました。 （20代女性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎“徹太郎のひきだし”など視覚的に楽しめる展示が大変面白かったです。 （20代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎迫力のある、それでいて哀愁漂うとても魅力的な作品だったと思います。 （男性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）

◎料理もアートだと考えると楽しく調理が出来そうな気がしてきました。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

の英文学者でシェークスピアの翻訳な
どをしていました。そして、ロシア革命
の直後に政府が作った子どものための
本の出版社の基礎を作った人で、自身も
たくさんの児童文学を書いた作家です。
「森は生きている」はいくつかの民話
のモチーフを寄り合わせて作られた作
品です。たとえば主人公の娘が色々い
じめられたりするが最後は幸せになる
というのは世界中にあるシンデレラス
トーリーだし、わからずやの女王が森
での経験で学んでその後に良い君主に
なる、地位のある者が逆境のなか色々
学んで変わっていくという「王子と乞
食」のような話も昔からよくある。12の

月の精が困っている人間を助ける話、
これも世界中にある。そういう色んなも
のを寄り合わせて作った非常に長い芝
居でした。

観終わって客席から 
出ていく子どもたちが 
「もえろもえろ…」と 
歌っていた。 
それは僕にとって 
初めての経験でした。

その時の反響はいかがでしたか?

3時間くらいかかると予想していたこの作
品は、実際には、初日は3時間半くらいか
かったんですね。脚本をあまりカットせず
に丁寧にやればそうなるんですけど、その
頃でも子ども向けの芝居は1時間が限度
だという風説があった。だから初日、関係
者はみんな客席で観ているのに、制作の
倉林さんだけがそこにいない。劇場のロ
ビーにいて、子どもたちがもたなくていつ
出てくるか心配で見ていたんですって。
結局最後まで子どもは出て来なかったそ
うです。

僕はもちろん客席にいたので、後から聞
いた話ですが、観終わって客席から出て
いく子どもたちが「もえろもえろ…」と歌っ
ていた。それは僕にとって初めての経験
でした。そういう意味では忘れられない
作品ですね。

それだけ歌と音楽が印象に残るお芝居

「森は生きている」を、こんにゃく座はオペ

ラに変身させたんですね。こんにゃく座と

の出会いは?

こんにゃく座は、日本語のオペラを上演
したいということで東京芸大の声楽科
の卒業生たちによって創立された劇団
で、地方の学校を巡回しながらオペラを
上演していました。その中に僕の作った
短いオペラ作品があった。あるとき「こ
んにゃく座というところが、お前のオペ
ラ『あまんじゃくとうりこ姫』を盛んに上
演しているそうだよ」という話が聞こえ
てきて、一度観てみたいと思っていまし
た。ちょうど1974年に、僕や武満徹や高
橋悠治がやっていた『トランソニック』
という季刊誌で、色んな芸能組織を特集
しようということになり、「じゃあ、おれ
はこんにゃく座というのを取材するよ」

林さんは「森は生きている」と長く関わっ

てこられたと聞きます。まずは作品との

出会いについて教えてください。

劇団俳優座が1954年に自分たちの劇場
「俳優座劇場」をもつことになり、そのこけ
ら落とし公演をするにあたって上演した
2作品のうちの一つが「森は生きている」
でした。僕は1948年から始まった「俳優
座子どもの劇場」（子ども向けに作られた
シリーズ公演）の作曲や、49年にはボー
マルシェ「フィガロの結婚」の劇中音楽の
作曲をしたりしていました。そういう関係
で「森は生きている」の作曲もすることに
なったんです。

「森は生きている」はもともとロシアで作

られたお芝居ですが、どのような内容で

しょうか？

作者サミュエル・マルシャークはロシア

と言って、北海道・札幌まで観に行った
んです。それをきっかけに1975年にこ
んにゃく座のための「おこんじょうるり」
という1幕の短いオペラを書き、以後色
んなオペラをこんにゃく座のために書い
てきました。

「簡単にすぐ 
オペラにできるでしょう?」 
と言われれば、 
「こんちきしょう!」という 
気持ちになり、それで 
やることにしました。

「『森は生きている』はオペラになりませ
んか?」という話がこんにゃく座から出て
きたのが91年頃。「あれだけ色んな歌が
あるのだからつなげればオペラになる

でしょう」と。なんたる浅はかな! すでに

色々歌と音楽があってそれをつなげて、
さも最初から考えて生まれたかのような
オペラにするのがどれだけ難しいか!! な

のに「簡単にすぐオペラにできるでしょ
う?」と言われれば、「こんちきしょう!」と
いう気持ちになり、それでやることにし
ました。まあ僕は僕でこれを音楽劇にす
ることは夢見ていて、いま考えればそん

「森は生きている」の劇中音楽を作り、この作品の誕生から今日まで
ずっと寄り添ってきた作曲家の林光さん。
オペラ版「森は生きている」の台本も手掛けた林さんに、
作品との出会いやオペラに対する思いを伺いました。

な思いがひそかにあって書いたような歌
もいくつかありました。たとえば4月の精
と娘が会って歌う「一瞬の今を」という
歌があるんですが、これなんかはちょう
どオペラのある場面を連想させるもので
あったし…。

オペラ版の「森は生きている」は、林さん

が台本も書かれていますね。

さっきも言ったような次第で、もともとあ
るいくつもの歌をつなげてオペラにする
のは大変なこと。人に頼んで「これだけ
歌があるからうまく使って書いてよ」とは
とても言えないので、台本も自分で書く
ことにしました。ただ、僕が台本を書いた
と言っても基本的にはマルシャークの原
作があり、歌はマルシャークが台詞で書
いたところを歌詞にできるところはその
ままに。でもマルシャークの脚本の中に
含まれている、その当時の体制に対する
ゆるやかな批判、あるいは書かなかった
けれどもそういう考えがみえるところは、
もっとはっきりさせたいと思ったり。ま
た、どうしてもここに歌が必要だけれど
も原作にはない、たとえば最後に女王が
ソリに乗って森へ出かける「森へ向かう
ソリの歌」など、もとは何もないところに

◎あらすじ　　新しい年を迎える大晦日、わがままな女王が、4月に咲くマツユキ草がほしいと言い出したために、国中は大さわぎ。ほうびの金貨に目がくらむ継母のいいつけで、

マツユキ草を採ってくるようにと一人の娘が真っ暗な森に追いやられる。そこでは12の月の精たちがたき火を囲んで新年の儀式の最中だった。娘の話を聞いた4月の精は、他の

月たちに頼んで1時間だけ「時」をゆずってもらう。娘はマツユキ草を手に入れたが、それを渡された女王は、自らマツユキ草を摘むために吹雪の森へと出かけていく。しかし、そこ

で待ちうけていたものは…。

「あまんじゃくとうりこ姫」

photo：青木 司
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別な感慨があります。

だまされたと思って 
一度観に来てください

最後に、山口の読者に向かって、メッセー

ジをお願いします。

友達や知り合いに「オペラを観に来てよ」
と言うと、「オペラだけは勘弁してくれ」と
いう人が大勢います。そういう人たちには
「まあ、だまされたと思って一度観に来て
ください」と言っています。そうすれば絶
対に面白いから。
ヨーロッパはどこでも劇場があって、子
どものときからオペラに連れて行っても
らっている。難しい作品も観るし、子ども
のための興行も観る。そして家に帰ると自
分たちで観た作品をまねてやってみたり
する。そのうち、そのなかで作曲をやる子
が出てきたり、自分で本を書いたりして、
家族をお客にして観せたりするんです
ね。日本でもオペラによって同じようなこ
とがもっとどんどん増えていくことを期待
しています。

◎正面にかざっていた大きな絵で受賞者のつくる世界がよりあらわされていたと思う。 （30代女性　「第15回中原中也賞」より）

◎何度もアンコールに応えてくださってありがとう。
　「荒城の月」を口ずさみながら七夕にふさわしく、空を見上げて帰ります。 （70代女性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎河上氏を通して見る中也像を発見することができた。 （30代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

P R E S E N T
「森は生きている」の
公演チケットやCDなどを
プレゼントします。

【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明
記の上、住所・氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連
絡先、今号の「any」の感想をご記入の上、10月31

日（日）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailで
ご応募ください。

●A  オペラシアターこんにゃく座
 オペラ「森は生きている」
 公演チケット（ペア5組）

●B  CD
 オペラ「森は生きている」［ピアノ版］（1名）

  オペラ「森は生きている」
（1992年）をライブ録音
した2枚 組CD。「 森は
生きている」の中に登場
するすべての曲が収録さ
れ、舞台の様子も音から
見えてくる。

【あて先】 〒753-0075  山口市中園町7-7

（財）山口市文化振興財団
「any vol.74 特集プレゼント」係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp
※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

ります。でも一番はっきり変わるのは演
出が変わったときです。最初は岡村春彦
さんの演出で長らく上演してきたのです
が、やはり同じ演出家で長くやるとどっ
かでマンネリになってしまう。いくらマ

ンネリにならないように心を入れ替えて
一生懸命やろうと決意してもダメなわけ
で、それは演劇、芸能の生理だと思うん
ですね。

そこで文学座の高瀬久男さんに新演出
をお願いしました。初演はできたばかり
の作品で、モデルが何もなく作るけれど
も、新演出はもともとあった作品をより深

く読み直し、作り変えることができる。大
体、日本のオペラというのはそうなる以前
の初演で終わってしまうことがほとんど。
なのに、「森は生きている」は少なくとも2

つの演出を経験しています。名作といわ
れるオペラ作品「カルメン」にしろ「フィ
ガロの結婚」にしろ、何百年ずうっと上演
され続け、そのたびに違う読み替えがあ
り、それを繰り返しながらオペラは完成
に向かっていくものです。オペラ「森は生
きている」にもそういう展望をみることが
できたというのは僕にとっては嬉しいこ
とです。

林さんにとって、オペラ「森は生きている」

とは?

「森は生きている」は、僕にとってはもとも
との（劇団俳優座の）「森は生きている」も
あって、そこから切り離すことはできませ
ん。俳優座の芝居のために僕が作曲をし
たのが23歳のとき、そしてオペラにした
のが61歳。僕の作曲生活のほとんど大半
をこの作品とともに過ごしています。そう
いう意味でこの「森は生きている」には特

オペラは 
上演されることによって 
育っていくところがある。
2005年に演出が新しく変わりましたが、

どのように作品が変化しましたか?

オペラは上演されることによって育って
いくところがあります。それは無駄がなく
なったり、必要な無駄がでてきたりもす
るし、役者もどんどん変わっていく。1人
1人の役者の技量もあるし、肌合いの違
いもある、相手役との関係もあるし、そう
いうことから作品が違ってくることがあ

歌を入れたり、そういった形でいくつか
の新しい部分を含みながら書きました。
初演のとき、もう亡くなられた千野栄一
さんというチェコ語の大家で言語学者の
方を誘ったら観に来てくれました。千野
さんは「会場に行ったら、こりゃ子どもの
運動会で大変だよと思った。なのに、舞
台が始まったらみんなおとなしく観てい
るから、2度びっくりした」と言っていま
した。そんなふうにして92年に初演を迎
え、現在もこんにゃく座のレパートリーと
していろんな場所で上演され、役者が変
わりながらずっと続いています。

オペラシアターこんにゃく座
オペラ「森は生きている」
2010年12月18日（土）　18:00開演

会場：山口市民会館　大ホール

［チケット情報］ any会員先行予約　10月9日（土）～
  一般発売　10月16日（土）～
［料金］全席指定　※4歳以上有料
前売 一般 3,500円　any会員 3,000円
 こどもステーション山口会員 無料
当日 4,000円

関連イベント

こんにゃく風オペラワークショップ
2010年11月7日（日）　14:00～
会場：山口市男女共同参画センター　視聴覚室
オペラシアターこんにゃく座の歌役者とピアニストが事前に山口
にやって来て、体操+歌のワークショップを開催。歌を歌う楽しさ
を味わってみませんか?（本誌P8参照）

［料金］500円 （要申込）

◎食を通して豊かになる方法はたくさんあって、自分の工夫でもっと楽しくなるというヒントをいただきました。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

◎ダンスはもちろん、パーカッションやギターの素晴らしい演奏に感動しました。 （10代女性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）

◎本物のチェロの演奏は人生で初めてでしたが、最高な時間と知識をいただきました。 （40代男性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎中也賞受賞者の詩を知ることが楽しい。 （40代男性　「第15回中原中也賞」より）

 （30分前開場）
“こんにゃく体操”は体の基礎づくり
東京芸術大学の体育教官・宮川睦子先生が授業で教え提唱した
体操。体をきちっとするのではなく柔らかくするのを目標に考案さ
れ、その動きがこんにゃくに似ているところから“こんにゃく体操”
という名前がつきました。いまでもこんにゃく体操はこんにゃく
座の基礎訓練の一つ。また、子どもたちにこんにゃく体操を教え
るワークショップも行っています。

こんにゃく座が誕生
オペラシアターこんにゃく座の創立は1971年。劇団の名前は、上
記の東京芸術大学の声楽科の学生たちが宮川睦子先生の指導
のもとに作ったこんにゃく体操ゼミからとり、卒業生の何人かが
集まって日本語で上演するオペラの劇団として設立。当時、宮川
先生からは「そんな変な名前は受けないからやめなさい」と言わ
れたのだとか。現在、団員約45名で活躍中。

日本語によるオペラを作ってそれを広めたい
他国の言語ではなく日本語による歌唱表現を追及した新しい日本のオペラの創造と普及を目的に、
小・中・高校生を対象にキャンピングカーで移動しながら全国各地を巡回する公演を開始。その後、林
光さん作曲の作品「おこんじょうるり」など多数のオリジナル作品を上演し、レパートリーを増やして
いきます。「森は生きている」はそのなかでも代表作の一つ。

こんにゃく体操+オペラ=こんにゃく座?僕
の
作
曲
生
活
の

ほ
と
ん
ど
大
半
を

こ
の
作
品
と
と
も
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

大きくなって口ずさむ「森は生きている」　臼井裕貴子 （NPO法人こどもステーション山口 事務局長）

こんにゃく座の「森は生きている」に出会ったのはもう10年以上も前、県内の

あるホールでした。ロシアの古い原作だと聞いていたのに、こんにゃく座の舞

台はモダンでシンプル、また透明感のあるライティングやしゃれた衣裳も印象

的で少しドキドキしました。

オペラといってもこんにゃく座のは、あの朗々と歌い上げるオペラではなく、

ことばの意味とセリフの気持ちをはっきりと伝えてくれるのがうれしいので

す。またそのおかげで、すなおに“森”の中に分け入って、ゆたかな思いにたっ

ぷりとひたれたように思います。

毎年12月、全国のどこかのホールで上演され続けてきた｢森は生きている｣。

古くて新しいこの作品を、いつか山口のみんなと肩を並べて観ることができた

ら、と思ってきました。それがようやくこの12月、夢がかなうことになりました。

公演の実現が決まったある日、山口市文化振興財団のある職員さんにそのこ

とをお話したら、｢おぼえていますよ、♪もえろ、もえろ、あざやかに…という焚

火のシーンの歌。小さいときに観ましたから。山口でも上演されるんですね !｣

とうれしい声を返してもらいました。今回もたくさんの山口の子どもたちが、

大きくなっても口ずさむことのできる名曲にであうことでしょう。

時は12月、この舞台との出会いが、子どもたちに何よりのクリスマス・プレゼ

ントになりますように。

林 光　Hayashi Hikaru
1931年東京生まれ。75年より、オペラシアターこんにゃく座
芸術監督兼座付作曲家。主なオペラ作品「おこんじょうるり」
（1975）、「白墨の輪」（1978）、「セロ弾きのゴーシュ」（1986）、「森
は生きている」（1992）、「変身」（1996）、「吾輩は猫である」（1998）
など。著書に『日本オペラの夢』（岩波新書）、『ゴーシュの仕事
場』（一ツ橋書房）など多数。

「森は生きている」稽古風景（1992年）

もっと
知りた

い!

“こん
にゃく座

”
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◎いつも作るものを書くといったことがあまりないので、手順をたどることが楽しかったです。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

◎様々な国の人々がダンサーとして踊っていてとても面白かったです。 （20代女性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）

◎友人との関わりを見ることで、中也の姿が立体的になった。 （20代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

◎大変迫力のある舞台で、言葉はなくとも、感じるモノが多かったです。 （30代女性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）



企画展「第10回中原中也賞」
2005年4月19日～5月29日
会場：中原中也記念館

中原中也賞第10回目の
受賞作品として選ばれた
三角みづ紀の詩集『オウ
バアキル』と、彼女の他
の詩集あるいは身の回り
の愛用品などによって、

詩人・三角みづ紀の世界を紹介する企画展を開催し
た。現在は執筆活動にとどまらず、詩の朗読や歌など、
パフォーマンスや音楽活動にまで活躍の場を広げる三
角だが、ここでは、誕生したばかりの1人の若い詩人を
多くの方に紹介し、彼女の詩の原点を伝える展示と
なった。

今年で15回を迎えた中原中也賞。受賞された方はみな、その後も詩人、小説家など表現者としてその
感性に磨きをかけ、大いに活躍されています。第10回目の受賞者三角みづ紀さんもその一人。受賞後
も山口を時々訪れている三角さん、山口に惹きつけられる理由とは?

三角みづ紀 （詩人・小説家・音楽家）
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それぞれの仕事の話を聞きつつ、実際に機

材を触ってその効果を体験しました。最後は、

YCAMで現在開催中（10月17日まで）の展

覧会「CLOUD FOREST」をみんなで鑑賞し

て終了。YCAMがどのような機能をもち、そ

こにいる人たちがどんな仕事をしているのか、

YCAMの裏も表も十分に知っていただいた

2日間だったのではないでしょうか?

「バード★シット」作品紹介
いつしか空を飛ぶことを夢見て、人工翼の研究にはげみ、肉体を鍛えているブルースター。何故か、彼が窮地におい
こまれるといつも不可解な殺人事件がおきていく…。

「ハロルドとモード／少年は虹を渡る」作品紹介
ハロルドは上流階級を意識する両親に対する反発から自殺の演技を繰り返し、愛車の霊柩車であちこちのお葬式に
参列していた。そんな時、彼は老婦人モードと出会う。

年が79歳の人生を謳歌している老婦人と知

り合い成長していくのだが、なんと彼女の素

敵さに少年がどんどん惹かれていき、恋にお

ちる…。カメラも音楽も本当に素晴らしくて、

結末では言葉にすると、青春だとか成長だと

か、生きる意味だとか色んな語彙が浮かぶけ

れど、これは言葉にあえてする必要はない。

東京では上映終了後に拍手が起こったとい

うのも納得。

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

◎息をするのをうっかり忘れてしまうほど良かったです。チェロだけであんなに多彩な音が出せるのに驚きました。 （10代女性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎初めてダンスの公演を見たのですが、とても心に響きました。 （40代男性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）

◎美術、アートに関しては、あまりふれる機会がないと思っていたが、食と結ぶということを聞いてなるほど! と思いました。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

◎河上徹太郎のエッセイ、音楽評をよく読みました。中也とその周囲にいた人達（小林秀雄など）から、白洲正子などに続くのですね。 （70代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）

会期終了迫る!
前号（vol.73）の特集でご紹介した中原中也

記念館の特別企画展「河上徹太郎と中原

中也─その詩と真実」が去る7月23日にオー

プニングを迎え、当日は朝から多くの関係者、

報道記者、一般の方にお集まりいただきまし

た。テープカットの後は、前号のインタビュー

に登場した企画担当者の薮田さんが、展示

の解説を丁寧に行い、室内の温度がちょっと

上がったのでは?と思われるぐらい熱のこもっ

た説明にみなさん聞き入っていた様子でし

た。そんな華 し々いオープニングを迎え、夏休

み期間中も多くの来場者が訪れた特別企画

展は、10月3日で終了となります。岩国の名

家出身の評論家・河上徹太郎の業績と中原

中也との交流を紹介し、新資料も展示されて

いるこの企画展を「まだ観ていない !」という

人は、急いで中原中也記念館へ !!

舞台裏を体験する探検ツアー
夏休み期間中に行われたYCAM探検クルー

ズ。普段は足を踏み入れることができない

YCAMのステージ裏をのぞけるこの企画に

計100名近くの方が参加し、ツアーを楽しま

れていました。夏休みをテーマにした5分間

の短い演劇を観た後、3班に分かれて、舞台

機構・照明・音響・映像といった舞台スタッフ

のブースをめぐりながら、舞台をぐるっと周遊。

現在も多くの映画ファンにカルト的人気を誇

る70年代のアメリカ映画がスクリーンに蘇っ

た。どちらも映画関係の書籍でタイトルを目にし

たことは確かにあったけど、鑑賞の機会もなく、

仕方ないと思っていたので、今回の公開はまさ

に朗報だった。この機会を逃してはならないの

で勿論、上映 !

まず、「バード★シット」は、風刺やパロディ満載

のブラック・ユーモア。前作「M★A★S★H」大

ヒットの勢いにのってアルトマン監督の演出が

炸裂 ! 登場人物も妙な癖のある人物ばかり。

次から次へと起こっていく殺人事件の死体に

は何故か鳥の糞が付着…。劇中のちょっとし

た演出に含み笑いがとまらない! そんな中でむ

かえる結末への展開はなんだかちょっぴり切な

く、あのギリシャ神話を思い出した。

「ハロルドとモード」は、風変わりな19歳の少

「バード★シット」
（1970年／アメリカ／105分／カラー）
［監督］ロバート・アルトマン　［出演］バッド・コート、サリー・ケラーマン

「ハロルドとモード／
少年は虹を渡る」
（1971年／アメリカ／91分／カラー）
［監督］ハル・アシュビー　［出演］バッド・コート、ルース・ゴードン

歌舞伎の化粧・隈
くまどり

取が意匠してあるお手製の「釘箱」。市民会館
の開館時から舞台を担当し、後の館長でもある福田祥介さんの作。
会館初期、舞台を駆けまわり、文化団体をはじめ利用者の方達と
一緒に舞台を作った。釘箱はその頃のもの。舞台への気持ちや暖
かさが伝わる。来年は開館40周年。今も舞台下手にある。

山本 徹 （山口市民会館 館長）

2010年12月17日（金）～19日（日）
※上演開始時間はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,200円　any会員／学生 1,000円
 ジュニア（18歳未満）／シニア（65歳以上）
 障がい者／介護の同行者1名 800円

あきない魅力が詰まった秋、
嬉しい季節の訪れです。

◎食の視点のとらえ方が面白く、また試食が楽しめた。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

◎最高のメンバーとすばらしい曲目、楽しませて頂きました。 （50代男性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎中原中也という人物を語る際に小林氏は非常に多くの部分で語られるが、
　河上氏自体にはあまり特集されているものを知らなかったので良かったです。 （20代男性　「河上徹太郎と中原中也」より）

山口の風景を思い

返せばそれはいつも

初夏の陽気です。

まだ4月だというに

かんかんとした照りと

さやかな風。私が初

めて山口を訪れた

のは、6年前、中原

中也賞をいただいた23歳の初夏のような陽

気の4月。東京から飛行機であっという間に

到着し、授賞式の緊張から逃れられずに、そ

れでも穏やかな空気を吸いこんで、この土地

で生まれた中也の詩はそりゃあ中也のことば

になるだろう、とあっけにとられたのです。文筆

を生業にして、ペンと紙があればそれで作品

を残せる私たちは土地に強く影響されます。

中也の尋常ではない狂気をともなう詩を彩る

ほんのりあたたかい穏やかな空気は、あのか

んかんとした照りとさやかな風であるのだと、

中也の墓に手をあわせ、その後も何度も山

口を訪れました。わずかでもその空気にのま

れたいという感覚。

11月に、山口を再び訪れ、朗読と唄のス

テージを行います。11月の山口はどのよう

な空模様でどのような風でありましょうか。ま

だ触れたことのない11月の山口の空気に、

のまれる私のことばはまた変化するにちが

いないのです。

山口の空気にのまれたくて

CD

Voice Space「声のまぼろし」

洗練されたおもてなしが味わえる。
7年前の改装後、様 な々メディアで紹介され、いまで
は美食の宿としても評判の高い「てしま旅館」のラン
チに潜入 ! 旬の食材を使った先付に始まり、前菜は
見た目も鮮やかなスモークサーモンのずんだ和えなど
美しく盛り付けられた5品が登場。続いての本日の
お造り、鯛のカルパッチョは、贅沢な厚さの鯛にソー
スと醤油ジュレが絶妙で、シャキシャキ野菜との相性
も抜群です!! 穴子のお寿司、豚のしゃぶしゃぶ鍋、
魚介のエキスたっぷりの炊き込みご飯と赤だしへと
料理は続き、食後のデザートとコーヒーが出るころに
は、お腹も気持ちも幸福感でいっぱいに。厳選され
た食材の良さはもちろん、より美味しく工夫された料
理の盛り付けや器、洗練されたしつらえなど随所にお
もてなしの心を感じます。（any会員限定の特典あり）

「てしま旅館」
山口市阿知須 7418-8　TEL.0836-65-2248
ランチ営業時間：11:30～14:00（完全予約制）　水曜休み
※ディナーコースもあり、お問い合わせください。

てしま de ランチ
3,800円のコース

音楽で楽しむ、現代詩人と中也の世界
東京芸術大学音楽学部の学生、院生、卒業生を
中心とした現代詩と音楽の融合を探求するグルー
プ“Voice Space”がこの2月にCDを発売。山口
に1週間滞在し録音した9曲と東京での2曲を収
録。詩人・谷川俊太郎と佐々木幹郎、そして中原
中也の詩が美しいメロディーにのって、心により深
く響き渡ります。詩人たちが紡いだ言葉に音楽の
魅力を加えた、新しい詩の世界が広がるお薦めの
1枚、中也記念館の受付でも販売中です。また、
11月3日（水・祝）に山口県教育会館で開催される
音楽イベント「声のまぼろし」に“Voice Space”が
出演 ! ぜひ会場でも詩と音楽のコラボレーションに
浸ってください。

価格： 2,000円（税込）　11曲収録／2010年

三角みづ紀　MISUMI　Mizuki

1981年鹿児島生まれ。詩人、小説家、音楽家。22歳で第42回
現代詩手帖賞受賞。処女詩集「オウバアキル」で第10回中原
中也賞受賞。「カナシヤル」で歴程新鋭賞、南日本文学賞を受
賞。近著に「錯覚しなければ」(思潮社 )、「骨、家へかえる」(講
談社 )。2008年秋より朗読や唄のステージをはじめ、2010年9
月にファーストアルバム「悪いことしたでしょうか」をペルメー
ジレコードより発売。11╱21（日）・22（月）には山口市内2カ所
にてライブパフォーマンスを行う予定。

「バード★シット」

「ハロルドとモード╱少年は虹を渡る」
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◎12人のすごい迫力! なのにとっても繊細…感動しました。 （40代女性　「ベルリンフィル12人のチェリストたち」より）

◎コミュニケーションツールとして、もっと「食べる」ことを大切にしていきたいです。 （「YCAMメディアキッチンvol.1」より）

◎大きな音の音楽もダンスも見聞きしているうちに自分の中から出てきているように感じました。 （60代女性　ホフェッシュ・シェクター「Political Mother」より）

◎河上さんについてあまり知らなかったので感動いたしました。 （40代女性　「河上徹太郎と中原中也」より）




